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　2．　2 本 の 胎盤動脈の 分布は平等で ない ．從 っ て 吻合

血 管の存在 は，血 液 を平等に 分 布 せ しめ る の に重要 な 意

義があ る と思わ れ る．

　翫　胎盤動脈 の 起始部に於 て，屡々 動脈癌 を認 め る．

頻度は30％．

　4． 動脈は胎兒面におい て翻脈の上面 に あ る．

　5． 靜脈が 胎亮 面 に於て一
部分，動脈 の 上 面 に あ る こ

ともあ る．之の 頻度 は 11％ ．

　6． 一
卵性双 胎 と思わ れ た胎盤 に本法を施行 した處 ，

血管 の 連絡が な く，二 卵性 双 胎 と診斷 された 1例あ り．

　7。 絨毛枝 1血管 に 於て，動 靜脈の 吻合を認め た ．

　80． 人羊水の 血液型學的研究

　　　 第 1報 　羊水申の 血液型物質につ Lsて

　　　　　（東 京 醫 齒 大 法 醫，贊 育 會）　杉田　好朝

　羊水中の 血液型物質に關 して ほ 甑に諸氏の 報告が あ る

が，多 くは 妊娠末期 の羊水に つ い て 研究 し， い ずれも母

・児の ST 式血液型檢査を行 わ ず ， 吸牧血 清 に は抗 A ，

抗B の み を用い て 實驗を行い ， 諸氏共 に羊水に A80 式

血 液型質の存在を認め る が，母児 同型夊は異型 の 場合に

於 て も殆ど （最 低 77。8％ ， 最高9’（．3％）兒の 血液型 に一

致 レた と逋べ て い る．尚兒 と
一

致 せ ぬ もの に っ い て は 母

の 血液型 と
一
致 した と逋べ

， ヌ あ る報告者は母の 血液型

と一
致 した 例をみ ずとい 丶 檢出不能例の 存在を報告 した

もの もある．

　私は ， 羊水 中型質は母兒何れかの 血液型 に
一
致す る

が ， 母及 び 兒 の 型質を同
一

の 羊水 中に含ま ぬ とい うこ と

に疑問をもち ， 羊水の 起源及び特殊例 の 親子鑑定 （例，

被膜兒） に 關す る資料ともな り得る と考 え本研 究を行 つ

た．

　妊娠 5週 よ り翌 週 に至 る 150例を資料と して ， 抗A ，

抗 B ，抗 0 ，各型 部分 抗體 を使 用 し，凝 集素價 が 8倍 ま

であ る ように調整 した 抗體 を用 い ，判定に は常に き まつ

た 人の 血球を使い ， 吸牧試驗及び凝集阻 止 反應に よっ て

羊水中の 型 質並 び に 部分抗原 の 有無 を み，更 に母 ・児 の

ST 式血 液型檢査 を 行っ て ， 母 ・兒血液型並び に S 里式

血液型 と羊水の 型質の相互關係に っ き各妊娠月數別に檢

討し ， 興味 あ る知 見 を得た の で報告す る．

　1）　 150例中母兒同型 88例 （58．7％ ）漂 型 62儚亘（4L3

％ ）で  母 S 兒 S65例 （4・3　．3％ ）  母 S 兒 s31 例 （20．7

％）  母 s 見 S27例 （18．0％ ）  母 s 兒 s27 例（18．0％）

を み た．

　 ll） 羊水 中に型質及 び 部分抗原を認 めた ．

　 盈） 羊水 の 型質は ， 母及 び 兒 の S 工 式血液型 と密接な

躍係が あ り，母児を問わず分泌型 の側に
一
致す る型 質 を

認め ， 母児異型の 場合非分泌型に
一一

致する型質 は極め て

微 量 か 又 は檢 出で きな い 。母兒共 に非分泌型の 場合羊水

の 型質は檢出不能 （全例の 6．7％）夂 1・stw量を認め る に

すぎない 。

　 F ）凝集阻 止 價は，一
般に母 側に

一
致す る型質 に於 て

低 く， 兒圓に於て 高い ．叉妊娠月數 との 開係は．各個人

の 型質分泌量 に も關係す る爲
一

概に論ぜ られぬ が，母 ・

兒 の ST 型 血 液型 を 考慮 に 入 れ觀察す れ ば，見測に相當

す る 型質は妊娠月數の 増す に從 い ， 阻止價上昇の傾向が

明 か に 認め られ る．然し母側相當 の 型質｝ま，妊娠月數に

よ る差 は 認 め 得 な い ．

　V ）尚妊娠 5 週の例に於 て も， 母 ・兄兩側に
一
致した

塑質を證明 し得た。

　XI）羊水 に於 け る 型 質 を 部分 的抗原的 に分析し，　 A 型

の 羊永では 〔AI 〕　 〔A 王1 〕　 〔Am 〕 〔Alv 〕　〔OI 〕、

〔OII〕　〔OI エ1〕部分 を含み ，　B 型 の芋水では 〔B エ〕

〔BI ［〕　〔BH 互〕　〔Q1 〕　〔OII〕　〔OII工〕音区分を合 み

O 型 の 羊水 で は （0 エ〕　〔OII〕　 〔OIII〕部分 の存在を

認 め た ．

　堋）尚部分抗體使用 に よ り，　型 質檢出不能例 に 於て

も，低次な部分航原の 存在を認め ， 更 に諸種の母兒組合

せ に つ き檢討の 結果，母兒兩側非分泌型 の 場合及 び 母儼

の み 非分 泌 型 の 場合に於て も ， 母側相當 の 低次 部分抗原

を認め得た．

　以上研究の結果， 羊水 中には冤側 に相當す る型質の み、

な らず 母側に相當す る型 質 の 存在を知り得た．

　81。羊水内胎鬼表皮睨落細胞 と胎見性別 と の 關i

　　　 f系1こつ し、 て

　　　　　　　　 （東北大） 鈴木雅洲 ，菅野信夫

　　　　　　　　　　　　　 岩 淵愼助 ， 矢 島高明

　　　　　　　　　　　　　　（同細 菌 ） 天 野保 二

　體細胞 の 核の 核膜に接 して ，核中に見出 さ れ，
Feulgen

反應陽性 ，
U 且 na −Pappen　heim反應で は methylgreent

に染 ま る desoxy・ribo 核酸 の 性 質 を持 つ た も の が 女

性 に 認め られ ， 男性 に は 續 め て 稀 に しか認 め られ な い こ

とに 關 して は ， 甑に多 くの 報告が あ る．吾々 は羊水内 に．

脱落 した 細胞 に 屯 こ の 現象 が 認 め られ る か ど う か を 槍

し，更 に こ れ が 母體内の 胎兒性別判定 に 利用 し得 る か ど
’

うか を檢討 した．

　實施 に 當 り， 分 娩時細胞 を 穿刺 し．叉は 妊婦 で は，、
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子
「．’
亨腟 μ隆 穿刺 し，羊水約 5e 薩 得．洗澄

・
亡塗抹 し，！

％ セ P イ ジ ン 溶液 を 通 して 乾燥 せ しめ ， 次 の 各染色 を行

い ，
10DO倍で鏡 メ又 し， ．』皮 の 練緬胞で判定 した．

　1． H ・E 染色 ： 之 、∫の 細胞の 大 A、≦ノ！lLIS，表皮 の 衣唐

』胞 で あ り，り 部 に輙 細 胞 豊、認 め，深 層細 胞 ま 極 め て 菷

ご，退行 ．憂性 に 陥 ら ない 細月包の敷は ， 全献の約12％ で あ

一’．本染色法 で は，性 別 に よる族の 特 並：を明瞭 に） め 分

け る 事 が 困 虹であ つ た．

　2． Giemsa 染色 ： 男性胎兒工5例、女性 胎兒 9例 ．

つ き染色 した結果 ， 染色上の 理 由で判定 し得なかつ た も

の 11例 ，13例 に 於 て ほ s 胎兒性 別 と核 の 構造 上 の 性差 と

一
致 した 所見が見 ら れた が ， 概 して 本染色法で ｝よ判定が

田難であ る。

　3． Unna −Pappen 　heim 染色 ： 木法 で1ま， 核 の 内

部構造 登詳細 に判定 し得 な か つ た が ， 尚チ技 ， そ の 飽 に

檢討 の 餘地 が あ ろ う．

　4． Feulgen 染色 ：　 男性胎兒 6 例，女性 胎児 12例に

實 竜 した ．こ の 内，新
’
依 井細胞が少か つ た 爲 ， 精脊 し

得 な か つ た もの 4 例で他 は すぺ て 胎兒 の 性 と核構 造 が
一

致 し た、

　判定 不 能 の 4 例 に つ か て も， 塗抹標本煮多數作製し糠

索すれ ば ， 判定可能 と思 わ れ る。

　妊娠 月 數との 闢係 は，羊水攝 取 可 能な 姪娠 4 カ 月 よ り，

妊奴 0ヵ 月に 至 る何 れ の 時期に於て も判定す る事が出來

た ．

　上 ulの 各染色 法中 ，
　 Feulgen 染色 が 最 もす ぐれ，判定

1・こ は本反應を 用い た 方が よい ，．

　 5． 電子顯微鏡所見 ：羊水沈流 を オ ス ミ ゥ ム 酸で固定

し，水洗後 methy1 −metaCrilate ，　 ethyl −metacrilate

混 合の 合成樹脂で包埋 し， 超薄切片を作製し， 檢討 し

た ．

　羊水内 の 細胞 は ，胎兒皮膚，氣道 粘 膜，消 化管 粘膜，尿

鋸 粘膜並びに 羊膜 の 細胞 に 山來 す る と思わ れ るが ， 之等

の もの は妊卵 か ら發生 して 居 り，母體 に 山來 す るの では

な い 。判定に 用 い られ る 細胞 は，こ れ ら の 屯 の S 内 ，剖

檢 に よ り上 皮 の 棘 細胞が主であ る こ とが 分つ た．

　 82． 人 胎兜肝臓に於け る鐵 ， 並び 9c　7 オ ス フ ア

　　　 ター鰭 こ關 する組織イヒ躍良髷研 究

　　　　　　　　　　　　（朿プ（分
・
院 ）　　ラ己ヨ三　　喜二6詳

　第12囘 日産掃學會關東連合地方 卩1）會總會に 於 て ， 人 胎

．兎肝臓銅に 就て 組織化學酌檢索 を 行い ， そ の 逐 月助 肖艮

並 び に分 布状態 と に つ い て報告
・
した が，更に こ の 人胎兒

肝臓 に於け る且織銅の 意義の
一

端 を 究明す る 日的 を もつ

て ，銅代謝 と密接な 關係が あ る と近年著し く注 目され て

い る威 ， 並び に 生贈内に 於 け る重要物質の 新隙代 君に 關

臭 す る と こ ろ の 燐酸 エ ス テ ル の 水解酵素た る フ ォ ス フ ァ

タ ーゼ の 組織化學的強索 を 試み た 。

　實驗材料　臨床的になん ら異常を認珍ざ る 母體か ら入

工 中 絶，流産，乃 至死産 に よつ て仁 っ れ た胎嵐 エ ヵ 月 か

ら10 カ 月に わ た る 入胎兒肝臓。

　實鎗方法　 （1）　鐵餓出法　 （a） プ ル シ ア ン ブ リ ュ

・一
法 （b） タ

ーン ブ ル ブ リュー
法 を施行・

　 （2）　フ ォ ス 7 ア ター弋 檢出法 　ア ル カ リ フ ォ ス フ ァ

クーゼ
， 酸性 フ ォ ス フ ァ ターゼ 共 嵩 冷 ア セ トン で固定

し，パ 7 フ a ン 切片を GOmori 氏改良法に よつ て蝓出し

た ．

　實驗成績　　（D 肝臓組織鐵 は ， 胎生初期か ら認 め ら

れ姶め ， 10カ 月肝臓 に も明ら か ｝一：檢出さ 礼る．逐月的消

長 こ尚多數例に よ る儉討を要す る が s ≦〜 5 カ 月頃 に多

い の で は な い か と思わ れ る．分 布賦∫＿Lよ肝 小 葉 末梢帯乗

に グ リソ ン 氏靴との 境界部，小 血 管周鬮に 多 く， 網 犬内

被細胞 s 肝細弓　 血管壁 に 主に沈着 して い る．

　紐織洞との 上な 相魅點　　（1）　逐月的消長は銅 に 於 て

畆め られ た 程胎飾に よる 差は著明で は ない ． （2） 鐵 は

｛｛ノ 内被績胞に 肝細胞 よ りも強 く認め ら れ る 傾向が あ

る．

　 （∬）ア ル カ リフ ォ ス フ ァ ターゼ は各月台兒肝臓に 險出

さ れ，毛細血管壁 ， 肝細胞，中胚葉性細胞に 陽性で あ

り，銅並びに 鐵 と大體
一

致 した 位直に 認め られ るこ とか

ら，銅 。鐡 は 該酵素 の はた らき を抑制 して い る よ うな こ

とは な い 様に 思われ る。

　酸性 ン ォ ス フ ァ タ
ー

ゼ に つ い て は 坦 在 臓討中 で あ る．

　83．甎産見血溝 ビ リル ビンに關する研究

　　　　　　　 （仁
ム

鐵 道） 明 妓春彌，宇野　弘

　新産児血清 ビ リル ビ ン 定量は採 」血操作 が 困難な た め

に ，こ れ に 關す る報告は 少 く ， 特 に 分娩後 の 逐 日的經過

に つ い て の 報告 は見 らな い ．私＿Lま：血清 ビ リル ビ ン 微量

測定法 （Evelyia−Mall 。 y 氏變法）に準獵 して ， 新産兄血

清 O．1C薩 用い ，光 よ匕色計に よ り血 清 ピ リル ビ ン ．且 を

測定 し次の 結果 を 得〆∴

　1． 基 礎的實驗 と して 分娩後胎盤 よ り新産兜に 移 行 す

る 血 液量を直接秤呈ナ る 口的で ， 娩出後擠帯bS動停止 襲

での 免 臓 重 言二時 閲 を追 つ て 測 定 した ．兒娩串 よ り臍潜搏

動停止 ま で の 児體重増加量 は ， 正 規分 娩 で は生 下時 體重
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